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Abstract: 
    In recent years, experience activities at school sites have become increasingly important as learning 
opportunities necessary for the development of teachers' qualifications. On the other hand, in implementing 
school internships, it is important to clarify the division of roles with existing educational training and to create 
an organizational system for smooth and reliable implementation. Therefore, this paper describes 1) theoretically 
examining the relationship between “teaching practice” and “school internship” and the positioning of both 
subjects in the teaching profession, and 2) the relationship between both subjects and teaching at Shonan 
Institute of Technology. The purpose was to discuss the position of the course and its problems. 
    As a result of the research, it became clear that many students are experiencing a shortage of knowledge and 
skills related to class content and a shortage of teaching material research in teaching practice. Therefore, it can 
be said that conducting school internships from an earlier stage can contribute to the development of practical 
leadership for students. 
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平成 27 年 12 月 21 日の中央教育審議会答申を受け，
平成二十九年法律第四十一号によって大幅に改正さ
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 文部科学省（2018a）が公表した「第 101 回教員
養成部会の配付資料」によると，平成 29 年度始業時
点で教員が不足している人数は，小学校で 316 人（常
勤：266 人，非常勤 50 人），中学校で 254 人（常勤：
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101 人，非常勤 153 人）であった。また，「中学校の







成 28 年には 4 万 705 人に達しており，前年と比較し
て，846 人増加していた。次に多くみられた回答は，
「特別支援学級数の増加」（7 自治体）であった。特
別支援学級数は，平成 29 年には小学校で 4 万 1,864
学級，中学校で 1 万 8,326 学級へと増加し，LD や
AD/HD などの発達障がいを抱え，通級による指導を
受けている子どもの数は，平成 5 年度から平成 29 年












の 18 万 902 人から，平成 29 年度は 16 万 6,068 人
に減少している。学校種別の競争倍率をみると，小






















中学校教員の 57.7％が週 60 時間以上の勤務をして
















た者は 1,023 人（20.1％）であり，全体の約 60％が
職場に復帰できていない。さらに，精神疾患による
休職者の状況を所属校における勤務年数別でみると，
「1 年以上 2 年未満」が 23.3％ともっとも多く，「6
か月以上 1 年未満」で 19.1％，「2 年以上 3 年未満」
で 15.9％，「6 か月未満」で 7.6％と，3 年未満の者
が 7 割近くを占めている。 
厚生労働省（2018）は，脳や心臓疾患による過労
死の労災認定基準として，発症前 1 カ月間に約 100





























































































表 1 は，中学校で教育実習を行った大学生 A の実
習中の 1 日の流れである。 
 











9：05～11：55 授業（1 校時～3 校時） 
11：55～12：20 昼食 
12：20～12：35 昼休み 
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2019 年 7 月 1－12 日にかけて，6 月末までに教育
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これまでに，質的データの分析には KJ 法やグランデ




































件数が 2 件以上の単語を図 2 に示した。最も多く出
現した単語は「授業」の 4 件であり，続いて「教材
研究」と「生徒」が 3 件，「コミュニケーション」と


































2 件以上の単語を図 4 に示した。2 件以上出現した単
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～（答申） 中教審第 184 号． 
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